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基地に設置し，北極での観測は 年 月より継続実施中である．当初 年間は





















ある． は可視域を中心とする波長 - 間に標準的な 波長（チャンネ
ル）を装備するのに対して， は近赤外域のチャンネルを まで延長し，全
部で 波長（ ， ， ， ， ， ， ， ， ， ， ）を装備





波長は ， ， ， ， の チャンネルのみである． - 年の観測期間
中，ラベン観測所の屋上に設置されたスカイラジオメータ は 分おきに太陽周
辺光の測定を行い，その前後に太陽直達光の測定を行った．測器視野は全角 度（ - ）
で設計され，前方散乱角 度以上での周辺光測定が可能である．











るが， ではこの 年間で約 低下した．単散乱アルベドを含む定量解析には，測
器定数のほかに正確な測器視野角データが必要となる．測器視野角の測定は，標準測定プ
ログラムに組み込まれた自動測定により定期的に行われる．測器視野角の変動は小さく，











スカイラジオメータ観測および 解析により得られた， 年および 年
- 月の観測結果を図 に示す．上から，波長 でのエアロゾルの光学的厚さ
（ )，オングストローム指数（ )，単散乱アルベド（ )，複素屈折率の実数部（ ）
と虚数部（ ）の値を， 年については丸印で， 年については四角印で示している．
左軸には，それぞれの光学パラメータの ヶ月間の平?値を矢印（黒 年，灰 年）
で示した．それらの値を表 にまとめた．







)．図 は，図 において平常時（ ）として示した 月 日とスモーク・イベ





達地点高度 のトラジェクトリは，スバールバル到達の - 日前には，この期間に






図 ニーオルスンにおける 年（○）および 年（□） - 月のエアロゾル光学特性の変
動．上からエアロゾルの光学的厚さ（ )，オングストローム指数（ )，単散乱アルベ





であるのに対して， 年のそれは倍近い大きな値となっている．図 の の時系列
を 年と 年とで詳細に比較すると， 年 月 日とその前後の数日間に
の大きな日があり，それが 年の平?値を引き上げているが，それ以外の日については
年， 年ともに同様の，いわゆるバックグラウンド値を示している．そこで，この
表 年および 年の春季（ 月および 月）のエアロゾルの光学パラメータの平?値




図 による 日間の後方流跡線．左 平常時（ 年 月 日），




スモーク時とバックグラウンドとの比較を明瞭にするために， 年 月 日を平常時





















数（ )，粒径分布，単散乱アルベド（ )，複素屈折率（ ， ）を求めた．その結
果，日平?の （波長 ）が 以上という異常に大きな値を示した 年 月
のイベント時には平常時に比べて も大きく，また，やや小さめの とやや大きめの
， の結果から，この時のエアロゾルは，春季の北極ヘイズ時によく観測される硫酸性
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